
【グローバル教育取り組み部門】 

 

タイトル 
朝の「１０分間」開発教育のススメ 

—教室にいながら３６５日世界一周の旅— 

応募者氏名 糀 広大 

作品を通して 

伝えたいこと 

学校現場の抱える課題に寄り添いつつ、「当たり前のように世界のことを話せる

日本にしよう」という思いでこの作品を作りました 

多くの開発教育実践や教材のような華やかなものではありませんが、＜世界に

ついて話せるのは特殊な人だけではない＞＜時間がなくてもできる＞と気付か

せる意味では開発教育におけるコロンブスの卵になりうると思っています 

コンクールを通じて多くの人の目に止まり少しでもたくさんの先生や大人が当

たり前のように世界の様々な課題について話をすることで社会変革の一助にな

ることを期待しています 

実践者／団体名 学校から世界のミカタを考える会 

実施日・期間 2016 年 1月より現在 

主な実施場所 学校・家庭・その他 

取り組みへの参加者

及び人数 

オープンソース的な活動のため、具体的な参加人数については不明です 

一部実践報告をしてもらっている学校・先生はいますので最低でも１００名程

度には届いていると試算しています 

また、この取り組みについて県外からも現在問い合わせを受けている状況です 

目標・ねらい 

世界の話をするための敷居を下げる（意識改革） 

当たり前のように世界の話ができる仕組み作り（枠組の見直し） 

海外ボランティアなどの経験者の貴重な体験を有効利用する 

具体的な 

取り組み内容及び 

工夫・配慮した点等 

次のサイクルで地域の先生方が開発教育を実施する際のサポートを行いました 

 

１．団体の活動（月１回のミートアップ）や、冊子などを通じて「世界の話」（開

発教育）をするに当たっての先生方の抵抗感を払拭する 

 

２．団体のウェブサイトを活用し、海外での活動経験があるボランティアや在

外公館などでの勤務経験のある人、在住外国人などから様々な情報や写真の収

集を行い、実施しやすい内容に整理をする 

（フォトランゲージ的な手法を用いて短時間、長くても５−１０分間程度で伝え

られるようにする） 

 

３．実施した先生に団体のミートアップに参加してもらい、フィードバックを

もらう。フィードバックの内容を受けて必要に応じて改善する 

 

１〜３の取り組みの中で開発教育を実施しやすい風土づくりを行ってきました 

また、必要に応じて実施に当たってのアドバイス等を行いました 

 

【工夫・配慮した点】 

どんな開発教育を実施するかの前に、どのような開発教育であるならば現実問

題として今の多忙を極める学校で取り入れることができるのかという現場の問

題分析を起点にして活動を作った点である 

 

その他、詳細については参考資料を参照ください。 



教材・資料 

・学校から世界のミカタを考える会ホームページ 

  http://sekai-no-mikata.jimdo.com/ 

・「“日本から出たことがなくてもできる”世界の話し方ー話さない無責任より、

話す無責任を選ぼうー」（団体ホームページよりダウンロード可能） 

・海外からの帰国者向けの社会還元呼びかけのチラシ 

成果 

１）開発教育の敷居を下げることで、今まで取り組むことができなかった先生

の後押しをすることができた。 

２）時間のかからない開発教育、隙間時間の開発教育という新しい枠組みを作

ることができた。 

３）これまで生かしきれていなかった地域住人の海外経験をウェブサイトを通

じてまとめ、活用するきっかけを作ることができた。 

今後の展開、展望 

（この取り組み 

の生かし方） 

このまま情報の収集と整理を続け、最終的には全世界の情報を集め、文字通り 

子どもたちが教室から一歩も出なくても世界一周できるようにする。 

今後の展開としては、他県からの問い合わせにも対応し、まずはオール九州を 

目標に取り組みの輪を広げたい。 

１０分間でできる教育実践という切り口で開発教育の面白さ、そして何より大 

切さを知ってもらう入口ができたら、次のステップとしてカリキュラムの中で 

も開発教育を積極的に活用してもらうための教材づくりにも関わっていきたい 

と思っている。 

 



参考資料

【作品成立の背景】
　この活動は、学校に出入りしながらゲストティーチャーとして開発教育を実施する中で見えて
きた現場が開発教育を取り入れるに当たって抱えている問題の解決策を模索する中で考え出した
ものである。
　大きな問題は二つである。
　一つ目は「世界の話」となると途端に「自分には行ったことがないからできない」「経験者の
生の声でないと届かない」と多くの先生方が及び腰になることである。
　二つ目は学校現場に時間がないことである。時間がないというのにはふた通りあって、準備に
充てる時間がないということと、そもそもの授業時間が確保できないということである。
　一つ目の課題を解決するための取り組みとして意識したことは誰にでもできるような教材にす
ること。また、誰にでもできるんだということ（気持ちの問題）をどのように伝えるかである。
　二つ目の課題を解決するための取り組みとして一つは情報を拾ってくる場所を一箇所にするた
めに情報の収集を行ってウェブサイトにアップロードした。また、その情報について内容の整理
を行い、取り組む時の障壁を少しでもなくすように努めた。授業時間が確保できないという問題
に関しては問題のリフレーミングを行い、それでは「いつなら時間が取れるのか」「どのような
カタチであれば実施できるのか」と考え、朝の１０分間読書活動にヒントを得て、１０分間でで
きる開発教育の取り組みとして情報の整理の時に短時間でできる取り組みになるように意識をし
た。

【取り組みの概念図】
取り組み全体の概念図は以下の通りである。

団体のウェブサイトを使って
情報/写真の収集・整理

海外ボランティア等の
社会還元につながる

海外経験を伝えたいけど伝える
場所がないという問題を解決

子どもたちの国際理解の進展

学校側のグローバル教育を推進
したいけれどアプローチの仕方
が分からないという問題

準備にかける時間が取れない

そもそもの授業時間が取れない
（カリキュラムが変えられない）

時間が取れないという問題

隙間時間を使った開発教育の提唱
※モデルイメージは朝の１０分間読書

世界の話は特殊な人ではなく、
誰にでもできるものだという
パラダイムシフトを促す
※モデルイメージは百ます計算

当たり前のように大人が
世界の話ができる環境

取り組みの概念図
取り組みにより副次的に得られるポジティブな効果

課題の解決策（こちらが提供するもの）

現場が抱える課題

取り組みの目的



【具体的な取り組み】

＜敷居を下げるための取り組み＞
　月に１回のミートアップを通じて、開発教育の啓発活動を行なってきた。学校の先生だけでな
く、自治体職員や会社員、保護者など幅広い参加者に恵まれ、一定数の理解を得ることができた。
また、関心層のつながりを生むことができ、活動の支持者層がいることを知ってもらうことで先
生が開発教育を実践する後押しをすることができた。
　また、福岡市の国際協力・国際交流の一大イベントである「国際協力フェスタ地球市民どんた
く」などのイベントにも顔を出し、開発教育的な教育アプローチの面白さを参加者に伝えるため
にワークショップや、ブース内で実際にワークショップの手法を教えることなども行なった。

　また、イベントのようなスポット的なアプローチでは拾い上げることができない潜在的な関心
層へのアプローチのために「“日本から出たことがなくてもできる”世界の話し方ー話さない無責任
より、話す無責任を選ぼうー」と題して簡単な小冊子を作成した。 

左上：月１回のミートアップ 
左下：ブースで子どもがウクレレを弾いている時に 
熱心に開発教育の説明を聞くお母さん 
右：地域住人を対象の開発教育ワークショップ
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０　はじめに 

１　日本から出たことのない人には話せないのか 
• • • •

２　それでは誰が世界を知っているのか？ 
• • • • •

３　魔法の言葉「知らんけど」 

４　具体的な方法（簡単な実施方法） 

５　おわりに 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０　はじめに 

　地球規模の問題と言われた時にどんなことが思い浮かびますか？ 

　少し古いデータですが、平成17年に外務省が実施した「地球規模問題に関する意識調
査」によると、地球温暖化や環境破壊を日常生活であなたが深刻に感じている問題であると
と答えた人がその他に比べて圧倒的なパーセンテージを叩き出しています。 
　実際、この調査から10年以上経った現在でも学校などで「地球規模で取り組まないとい
けない問題は何があるか」という問いに対する答えは概ね地球温暖化に集中することから世
間の感覚は大きく変わっていないことが経験から感じられるところです。本当に地球温暖化
や環境破壊こそが地球規模で取り組むべき問題だと感じているからこのように回答がされて
いるのではなく、その他の要因がそこにあるのではないでしょうか。 
　グローバルな社会づくりなどと標榜して、街中で多くの外国人を目にする機会は増えたと
はいえ、陸路で海外とつながっておらず、日常的に日本的なるもの以外との接点は意識しな
い限りほとんど感じ取れないのが実情でしょう。さらに国内で貧困問題や社会格差が話題に
上がることはあれども、世界の貧困や水、医療、教育、人口、数え上げればきりがないほど
の問題にメディアも世間も無関心です。これらが結果的に、日本人の中で地球規模な課題と
言われた時に無条件に地球温暖化が出てくる状況と無関係とは到底思えません。 

　この小冊子は、世界に一歩も出たことがない人でも世界や世界の抱える課題について話が
できるようになるための手引書です。多くの人が世界のことについて当たり前のように話が
できるようになり、世界の抱える課題が身近になることが問題を解決する一つの糸口になる
ことを期待しております。 
　学校の先生を想定して文章は書いていますが、子育てや地域活動などにも通じる部分もあ
ると思いますので、ご活用ください。 

　 

�

ver.1(2016/10/26)

１　日本から出たことのない人には話せないのか 
• • • •

　「世界のことを伝えたいけど、私は行ったことないし知らないから無理です」 
　学校などで講演やワークショップをさせていただく時に先生からかなりの頻度で言われる
言葉です。さて、これは正しいのでしょうか。 
　でも、他にも知らないこと（詳しくはないこと）を話さなければいけない機会ってたくさ
んありますよね。小学校だったら全教科を教えないといけない。でも、全教科全てに高い専
門性を持ってるかと言うとそうではないでしょう。あるいは、中学や高校で教鞭をとられて
いる国語の先生の中にも古文はちょっと苦手だなとか思いながらそれでも教えてる先生もい
るでしょうし、他の教科でも似たようなことは多々あるはずですよね。「行ったことがない、
経験してないから無理」と言う点に関しても疑問を感じます。例えば光合成や数学の定理な
どであれば自分が発見したわけでもないのに、まるでよく分かっているように話ができます
よね。それらの知識を伝えることと世界について伝えることは何が違うんでしょうか。 
　一つ目の違いは、教科書に載っている話か、そうではないかというところがあるでしょう。
教科書というお墨付きであれば安心して話せるという考えは理解できます。 
　二つ目の違いは、教科書に載っているか否かにも通じるところですが、「世界の話」とい
うのを正確に表現すると「世界の今の話」です。「今」という点は常に変化しているのでど

•

うしても不確かな情報でしかありません。だから話をしにくいというのも納得ができます。 
　逆にいうと、教科書には過去の話が載っている、だから伝えやすいと言えるのかもしれま
せんね。 
　「世界の今の話」なんてものはいい加減なものです。そう考えると、海外に行ったことが

•

あろうとなかろうと、世界の話ができるかできないかというのは無関係な気がしてきません
か。誰にでもできなさそうですし、誰にでもできそうです。 
　さて、それでは誰が世界のことを知っているのでしょう？ 

�
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２　それでは誰が世界を知っているのか？ 
• • • • •

　結論から言うと、世界を知っている人なんてどこにもいません。国連の事務総長でも、ど
こかの国の大統領でももちろん同じです。それは、私たちが日本を知っているの？と問われ
ても正直答えに詰まるのと似たようなものです。それでも大丈夫。「知らない」あるいは、
「わからない」ものなんだということを理解すればそれで十分です。 
　ただし、私たちは世界の様々なことを少なくとも間接的に知ろうと思えば簡単に知ること
ができます。検索ボックスに国名を入れてエンターキーを叩けば求めてないぐらい詳しい情
報が目の前に飛び込んでくるでしょう。 
　かなり詳しい、そして深い話もあるかもしれません。読みながら「なるほど！」「知らな
かったぞ！」なんて一喜一憂しながらぜひ様々な情報と触れてみてください。 

　それらの情報の中に正しいものは一つとしてありません。 
• • • • • • • • • •

　しかし、それらの情報は全部正しいのです。 
• • • • •

　書き手にとっての真実であって、それは切り取られた世界の中で、あるいはその個人の中
で至極最もなことが書かれています。だから、私たちは「へぇ」「なるほどな」と思いなが
ら読めばいいのです。心の中で疑いの目を持つことを忘れずに。 

�
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３　魔法の言葉「知らんけど」 

　ここで突然ですが「知らんけど」という言葉はご存知ですか。もちろん言葉そのものの意
味は知っているでしょう。ここではその用法の話です。 
　関西ではこの「知らんけど」が多用されます。あなたの身近に関西出身の人がいるなら意
識して話をしてみてください、きっとこの「知らんけど」をよく使っていると思います。 

　「あそこのパンケーキ、めっちゃ美味いらしいで！知らんけど」 
　「明日、学校休校になるらしいで。知らんけど」 
　「やってみたらええやん、上手くいくで。知らんけど」 

　この「知らんけど」という言葉には様々な意味や用法がありますが、少なくとも不確定な
ことを話す時の不安感を取り去り、無責任かもしれませんが話をする後押しをしてくれる言
葉です。 
　これこそが世界と私たちの距離をぐっと縮めるための特効薬になる魔法の言葉になると思っ
ています。 

　「ミクロネシアではウミガメを食べるらしいよ。知らんけど」 
　「カンボジアでは子どもが２万円で売られるんだって。知らんけど」 
　「エチオピアでは1日の大半をコーヒーを淹れるのに使うらしいよ。知らんけど」 

　子どもが売られている話を「無責任」にするなんて不謹慎だ！なんて声が聞こえてきそう
な気がしますが、よく考えてください。実はどこかで耳にしたことがあるような話を「無責
任」にすら話をしていない、伝えようとしない大人の無責任に比べたら不確定でも自信がな

• • •

くても話をする「無責任」さなんて些細なことだと思いませんか。 
　ただ、先生にも詳しくはわからないんだけどね。いつか先生も自分の目で見て見たいなと
思っているんだけどね、みんなも大きくなったらぜひそういった問題とも向き合えるように
なってね。という謙虚さは必要でしょう。 
　なるほど、と思ったら今日からでもぜひ、取り組んでみてください。きっとあなたの周り
にいい影響をもたらすと思いますよ。知らんけど。 

• • • • •

�
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４　具体的な方法（簡単な実施方法） 

　ここまで読み進められて、なるほど自分でもちょっと世界の話をしてみようかなと考えて
もらえるようになったでしょうか。しかし、そう思ってもなかなか実施できないのが学校現
場だと思います。ガチガチのカリキュラムの中で実施するための時間もなければ準備にかけ
る余力もない。そんな声が聞こえてきそうです。 

　そのために簡単な実施方法についてここで提案したいと思います。 

　それは、＜朝の１０分間世界旅行＞です。これは別にお昼の１０分間でも、放課後や帰り
の会の１０分間でもいいでしょう。それならカリキュラムを変えなくても、あなたの教室だ
けでも取り組めますよね。毎日できなかったとしても週に１回からでもスタートできます。 

　でも、そんな準備をする時間はないよという場合も大丈夫です。世界の話をするのにそん
なに準備をしなくてもできます。これまでに何度も述べているように、準備をしたくても逆
にできることが少ないのです。答えのない授業に答えを準備する必要はありません。 

　写真を一枚用意しましょう。 

　例えば、この写真を見せて「どこの写真だと思う？」 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　そんな問いかけをすれば子どもたちは口々にいろんな意見を出してくれるでしょう。 

　「写っているのは何年生かな？」 
　「何をしているところだろう？」 
　「なんでもいいから気づいたことを教えてください」 

　答えの決まっている質問から自由な回答ができる質問まで様々な質問を投げかけてみてく
ださい。そして出てきた答えに対してさらに深めるための質問をしてみましょう。 

　「どうしてそう思うの？」 
　「どこを見てそう感じたの？」 

　一枚の写真でもかなりのことに子どもたちは気づくことができるはずです。そして、この
学習をするために先生が必要なことは写真を持ってきて印刷することだけです。こんな簡単
な活動からでも子どもたちの、あるいは実施者自身の偏見や世界に対して無知、あるいは無
関心であったことに気づくことができるはずです。そして何よりこの活動は楽しく、子ども
たちの異なる文化への関心や、自分と違う考えや習慣を受け入れようとする心を喚起するで
しょう。 

　そして、ひとしきり写真で盛り上がったら「今日の国は○○でした。昼休みや、家に帰っ
て○○について調べてみてわかったことがあったら先生に教えてね」と言っておけば、翌日
には興味を持った子どもたちが自分の新しく知ったことを嬉々として教えてくれるでしょう。
また、教室に地球儀などを用意しておけば、すぐに飛びついて今日見た写真の国を探す姿が
見れるはずです。 

　話の膨らませ方や、写真などについては、学校から世界のミカタを考える会のホームペー
ジ（http://sekai-no-mikata.jimdo.com/）上の［教材・ギャラリー］のページに様々な国
の話や写真が国やテーマごとに掲載しているので利用していただくこともできます。 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５　おわりに 

　ここまで書いてきて、伝えたいメッセージはいたってシンプルです。それは、日常的に世
界の問題について口にする大人が増えて欲しいということです。そして、それができるのは
これを読まれている現場の先生方だけです。 

　「やっぱり、外国での生活をしてきた人の生の声は違います！私たちが話しても子どもた
ちには珍しさもないし、伝わり方が違うんですよ！」 

　今にもそんなご意見が聞こえてきそうですが、そうじゃないんです。そういうコマももち
ろんあっていいし、必要だと思います。しかし、珍しさがないぐらい普通に世界の話をして

• • •

もらいたいんです。年に１回、２回の特殊な授業としてゲストティーチャーが話すのではな
く、日頃から子どもたちに寄り添うように接している先生だからこそ伝えられることがある
と信じています。 
　もし、実施するにあたって不安な部分や具体的なアドバイスが欲しい場合は遠慮なく「学
校から世界のミカタを考える会」にコンタクトを取ってみてください。できる範囲でのサポー
トはさせていただきますし、日程の調整がつけばこの資料の内容についてのセミナー・ワー
クショップや、実際の体験談のデモンストレーションなどの依頼も受けております。 
　最後になりましたが、本冊子をまとめるにあたってご助言をいただいた方に心より感謝い
たします。ありがとうございました。また、あなたの授業実践が成功することをお祈りして
おります。 

※本冊子に関して、ご意見やお気づきのことがございましたらご連絡をお待ちしております。 
※無断複製・転載・配布はご遠慮ください。希望する場合は、下記メールアドレス宛にご一報ください。 

編集／発行 　　 
学校から世界のミカタを考える会 

E-Mail : koji.sekainomikata@gmail.com 
http://sekai-no-mikata.jimdo.com/ 
https://www.facebook.com/sekainomikata/ 
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本冊子については、団体のウェブサイト
からダウンロード可能です

［トップページ］→
［世界の伝え方（先生向け）］
ページ内に添付してある
ファイルをダウンロード
※世界の伝え方（帰国者向け）という別
のタブもあるのでお間違えのないように



＜時間の問題を解決するための取り組み＞ 

　団体ウェブサイトの中に右のような［教材・
ギャラリー］というページを作成し、そこに
海外でのボランティアなどを行う中で感じた
ことや、在住外国人が日本で感じた疑問など
を写真とともにまとめ、現場の先生が取り組
もうと思った時の情報提供の場を作った。 
　その際、教材としての厚みを極限まで削ぎ
落とし、１０分以内で実施できる内容に調整
をした。先生の力量に応じてフォトランゲー
ジ教材としても、読み物教材としても実施で
きるようになっている。 

　また、まとめた内容を左のように様々な課題に
分析し、テーマや地域・国別でラベル付けをし、
学校で扱いたい課題内容や、教科書の内容とリン
クさせる際に役立つように工夫をした。 
　ボタンをクリックすると下のような写真＋ストー
リーが展開されるようになっている。 



 
　情報を集めるために、右のようなチラシを作成・
配布し、JICAボランティア経験者や在外公館で働
いていた人、在住外国人など幅広いグローバル人
材からの協力を仰いだ。 
　副次的な成果として、帰国後なかなか社会還元
の機会に恵まれなかった人や、海外での経験を活
かす場所がなく記憶が風化していくことに危機感
を感じていた人などにとって、間接的にではある
が活躍の機会を与えることができた。 
　結果、情報を集め整理していく作業を通じて、
伝えたい人と知りたい人の橋渡しをするマッチン
グサイトとしての機能を団体ウェブサイトに付加
することができた。 

【全体の考察】 
　どの程度開発教育の推進に貢献できたかというと情報を完全にオープンにして、自由なアクセス
を売りにしているためなかなか数値化した実績は示せない。しかし、活動を通じて「たった５分
で取り組めるのに、子どもたちが目を輝かせて話を聞いてくれるようになりました」などと言っ
た実際に取り組んでみての小学校の先生の声を聞かせていただ
いたり、「１０分間のフォトランゲージとホームページ上にあ
るストーリーを展開した後に、子どもたちに自分に調べさせた
内容についてもってこさせて教室掲示を行なっています」など
と、活動をさらに発展させた取り組み例について報告がいただ
けるようになって少しづつではあるがこの活動の芽が出始めた
ように感じている。 
　また、つい最近ではあるが県内からだけでなく、隣県である
熊本の先生からの問い合わせもいただき、この取り組みについ
て実践したいと言った声も届くようになった。これは、水面下
で先生たちの口コミで活動が広がっている一つの証拠だと言えそうである。 
　これまで、開発教育教材といった時に例えば総合的学習の時間などで取り扱うなど少なくとも
授業時間が最小単位で、あるいはもっと大きなイベントのような、ある程度の枠組みの中で使わ
れるようなものが前提であったように思う。 
　今回の取り組みの成果は、その既存の枠組みにとらわれることなく、むしろその枠組みがある
からこそ生まれる隙間時間に焦点を当てたことにこそある。これから先も、現場のニーズを中心に
据えて必要とされる教材や、取り組み、支援のあり方を考えて取り組みを続けていきたいと思う。 
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©タイトル：ブラックジャックによろしく　著作者名: 佐藤秀峰　サイト名: 漫画 on web　

代表：糀広大（こうじこうだい） 
Mail:koji.sekainomikata@gmail.com 
Homepage: http://sekai-no-mikata.jimdo.com/

学校から世界のミカタを考える会（通称：世界のミカタ）
はESDや国際理解教育を普及、実施する団体です。 
学校の先生や、会社員、学生、協力隊OB/OGなどを巻き
込みながら、子どもたちと世界の、あるいは地域と世界
のキョリを縮めるための活動をしています。 

世界は様々な問題に直面していて、今なお課題は山積み
であることは海外で生活をしてきた皆様には言うまでも
ないですよね。 
しかし、日本に帰国してみてきっと気づくはずです。 
グローバル化が進んだと言われて久しいですが、それは
まだまだ一部の人の中だけであることに。 
日本でフツーに生活をしている限り、知るはずのない話、
一生訪れることがないような国の当たり前の日常を届け
ることができるのはみなさんしかいません！ 
みなさんの生の声を、聞かせてください。 
詳しくはホームページをご参照ください。 
※幅広く、みなさんが海外生活を通じて感じたことや気づきや学びについて聞かせてください。 
※あなたの経験、気づきを自分の中で終わらせることなく、是非一人でも多くの人に伝えましょう。
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教室掲示の写真
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